
チェックリスト２ 木材・木材製品の違法伐採リスクの確認に係る確認事項 社内管理番号：

　「低リスク評価寄与度」の上位の項目が確認できれば、下位の項目の確認は省略可能です。

大 中 小

１　総論

(1) □ 収集等した全ての書類は、期限は有効、発行日は適当なものです ウ、カ

(2) □
木材・木材製品の全量についての原材料情報（樹種、伐採地域、証明書）を
把握できています

ア、イ、ウ

(3) □ 木材・木材製品は、単一の樹種で構成されているものです ア、エ

(4) □
木材・木材製品の一部についての原材料情報（樹種、伐採地域、証明書）を
把握できています

ア、イ、ウ

２　樹種

(1) □ 木材・木材製品の原材料の樹木について、樹種名を把握しています ア、エ

(2) □
木材・木材製品の樹種に関し、範囲が明確な総称（SPFなど）を把握していま
す

ア、エ

(3) □
木材・木材製品の樹種は、記載された伐採地域に分布するものであり、か
つ、その地域において伐採や取引の禁止対象となっている樹種は含まれてい
ません

エ

(4) □ 植林木／人工林由来の樹木のみが原材料として使われています ア

(5) □ 伐採地域において違法伐採事例が知られている樹種は含まれていません ウ、エ

３　伐採地域

(1) □ 木材・木材製品の原材料の樹木について、伐採地域を把握しています イ、オ

(2) □ 伐採地域に関し、国よりも広範な地域（アジアなど）は把握しています イ、オ

(3) □ 現地で伐採跡地を調査することにより、真正性を確認しました オ

(4) □ 伐採地の衛星データ等を確認し、真正性を確認しました オ

４　証明情報

(1) □ 当該情報を収集等することができ、補足情報を用いて真正性を確認しました ウ、カ

(2) □ 当該情報を収集等することができました ウ

(3) □
譲受けた木材・木材製品について、森林所有者や樹木の伐採を行った事業
者から調達先までの取引関係を把握しています

キ

(4) □
伐採地域は汚職・腐敗が行われている可能性が低く、かつ、違法伐採対策に
関する法令が整備されています

カ

(5) □ 伐採地域において、違法伐採や違法行為等の報道はありません カ

(6) □
伐採された樹木は法令による規定が適用されない樹木であることを確認しま
した（除伐等の手続不要な伐採など）

ウ、カ

５　調達先に関する情報

(1) □
調達先と「合法的に伐採された木材・木材製品を供給する」旨の契約等を結
んでいます

キ

(2) □
調達先とは取引実績があり、木材・木材製品の合法性に関し、これまで問題
になったことはありません

キ

(3) □
調達先は、森林認証（FSCやPEFC）等の第三者機関による認証等を受けた
事業者です

キ

(4) □
調達先の事業者は、木材・木材製品の合法性に関する自己宣言や、取組に
ついての報告等を公表しています

キ

上記の確認により、違法伐採リスクは無視できるレベルと確認し、合法性確認木材等であるかどうかを判断

□ 違法伐採リスクは無視できるレベルと確認し、合法性確認木材等であると判断しました

□ 違法伐採リスクは無視できないレベルと確認し、合法性確認木材等でない木材だと判断しました

No.

低リスク評価
寄与度 確認内容

チェックリスト１－１,
１－２の事項

自由記載欄


	チェックリスト2

